
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大森赤十字病院 耳鼻咽喉科では、常勤医１名＋非常勤医2名で外来・手術を行っております。  

当科の特徴として、手術として特に鼻の内視鏡手術(内視鏡下鼻・副鼻腔手術)に力を入れています。  

下図のごとく、鼻副鼻腔炎治療を中心としつつ、体系的に耳・鼻・のどの全般的な診療をしています。 

鼻副鼻腔炎治療を中心とした「耳鼻のど診療」 

副鼻腔炎の診断と治療は、以下の如く進める。  

鼻副鼻腔CTによる副鼻腔炎の評価  

アレルギー性鼻炎や気管支喘息、肺炎の評価  

鼻腔内の鼻茸の評価  
 

保存的治療（マクロライド療法、副鼻腔炎治療用カテーテル治療） and/or 内視鏡下鼻内副鼻腔手術  

好酸球性副鼻腔炎の診断基準に照らして、指定難病申請を検討  

術後経過次第で、バイオ製剤治療（抗 IL-4,5,13）治療へ。 

副鼻腔に鼻茸(ポリープ)を 

認める 

花粉症・アレルギー性鼻炎 

  舌下免疫、抗 IgE皮下注 

慢性/急性副鼻腔炎（好酸球性など） 

  マクロライド療法 

  穿刺洗浄（シュミット針） 

  カテーテル治療（旧 ヤミック） 

  鼻内・内視鏡手術 

  バイオ製剤皮下注（抗 IL-4,5,13など） 

急性・滲出性中耳炎 

好酸球性中耳炎 

後耳漏症候群、痰 ・ 咳・ のど症状 

 気管支喘息/ COPD/ 誤嚥性肺炎 

鼻呼吸障害 

 いびき・睡眠時無呼吸症候群 

循環器・呼吸機能への負荷、 

生活習慣病の増悪因子 

内視鏡手術でポリープ除去、 

 副鼻腔の清掃、病理検査で 

  好酸球性炎症の評価 


